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市
内
の
石
造
物
（
石
仏
）
か
ら
（
六
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤 

幸
一 

 

手
洗
い
石
の
文
字
・
文
様(

２) 

一. 

卍
（
ま
ん
じ
）
文
様 

浜
之
郷
、
鶴
嶺
八
幡
社
、
拝
殿
前
東
に
、
今
か
ら
約

二
八
〇
年
前
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
、
市
内
で

一
番
古
い
手
洗
石
が
あ
る
。 

正
面
に
卍
の
陽
刻
が
あ
り
萩
園
、
子
ノ
権
現
の
も
の

と
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。 

    
 

    

      

こ
の
手
洗
石
は
「
文
化
資
料
館
調
査
研
究
報
告
書
１５

南
湖
の
浜
降
祭
」
の
記
録
に
は
、 

江
戸
時
代
、
元
禄
年
間
鶴
嶺
八
幡
社
の
神
輿
を
浜
之

郷
、
南
湖
ほ
か
の
村
々
で
担
い
で
い
た
頃
、
あ
る
年
担

ぎ
終
わ
っ
て
宮
に
返
す
べ
き
神
輿
を
南
湖
の
若
者
が

な
か
な
か
返
さ
な
か
っ
た
。 

 

浜
之
郷
と
南
湖
と
の
争
い
と
な
り
、
そ
の
仲
裁
に
入

っ
た
の
が
江
戸
屋
八
郎
左
衛
門
（
初
代
）
石
垣
と
手
洗

石
を
八
幡
社
へ
奉
納
す
る
こ
と
で
和
解
し
た
、 

と
あ
る
。 

卍
の
文
様
が
あ
る
の
は
当
時
、
常
光
院
（
廃
寺
）
が

八
幡
社
の
別
当
寺
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ニ
．
潔
渭
水 

 

円
蔵
、
神
明
大
神
拝
殿
西
に
、
明
治
十
年
（
一
八
七

七
）
銘
の
小
型
の
手
洗
石
が
あ
り
、
正
面
に
「
潔
渭
水
」

と
あ
る
。
漢
和
辞
典
（
旺
文
社
）
、「
中
華
人
民
共
和
国

行
政
区
画
図
」
等
に
よ
る
と
、
「
渭
水
」
は
中
国
の
川

の
名
で
、
渭
川
、
渭
河

と
も
呼
ん
で
い
る
。 

甘
粛
省
に
源
を
発

し
陝
西
省
を
ほ
と
ん

ど
ま
っ
す
ぐ
東
に
流

れ
、
洛
水
な
ど
あ
わ
せ

て
陝
西
、
山
西
、
河
南

三
省
の
境
を
接
す
る

地
点
で
黄
河
に
合
流
、

全
長
七
八
七
キ
ロ
、
流
域
は
黄
土
の
沃
野
で
、
周
、
秦
、

漢
、
唐
の
旧
都
が
あ
る
。 

渭
水
は
、
水
が
澄
ん
で
い
る
の
で
清
渭
と
も
呼
ん
で

石 

仏 

調 

査 

ニ 

ュ 

ー 

ス 

ち
が
さ
き
の
石
仏 

※
次
号
か
ら
茅
今
昔
と
改
題
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
巻
末
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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い
る
。 

  
潔
渭
水
と
は
、
清
い
澄
ん
で
い
る
水
の
こ
と
で
、
こ

の
水
で
清
め
れ
ば
心
身
と
も
に
潔
浄
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
「
渭
水
」
は
太
公
望
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。 

  

前
十
二
世
紀
ご
ろ
、
周
の
文
王
が
「
渭
水
」
の
岸
で
、

つ
り
を
す
る
呂
尚
を
見
い
だ
し
て
「
わ
が
太
公
（
祖
父
）

の
と
き
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
た
賢
人
だ
」
と
喜
ん
だ
と

い
う
伝
説
、
転
じ
て
魚
つ
り
を
す
る
人
を
太
公
望
と
い

う
。 

 

呂
尚
は
、
文
王
の
軍
師
と
な
り
、
の
ち
武
王
を
助
け

殷
を
滅
ぼ
し
天
下
を
平
定
し
た
人
で
あ
る
。 

 

こ
の
地
、
懐
島
の
館
主
懐
島
景
能
は
、
源
頼
朝
を
助

け
世
の
平
定
に
つ
と
め
た
こ
と
か
ら
、
呂
尚
に
な
ぞ
ら

え
て
「
渭
水
」
の
名
を
手
洗
石
の
銘
に
し
た
の
で
は
と
、

先
人
の
思
い
を
想
像
す
る
。 

 

三
．
顒
若 

 

萩
園
、
三
島
大
神 

拝
殿
東
側
に
二
本
柱
の
手
水
舎

の
下
に
「
顒
若
」
の
銘
が
あ
る
手
洗
石
が
あ
る
。
「
廣

漢
和
辞
典
」
下
巻
に
「
顒
若
と
は
、
お
ご
そ
か
、
厳
正

な
さ
ま
、
仰
ぎ
見
る
さ
ま
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
萩
園

の
う
つ
り
か
わ
り
」
に
は
、
「
う
や
う
や
し
く
清
ら
か

な
水
で
手
を
洗
い
口
を
す
す
ぎ
つ
つ
し
ん
で
神
前
に

ぬ
か
ず
き
と
い
う
意
味
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

明
治
十
二
年
（
一

八
七
九
）
建
設
、
世

話
人
三
十
二
名
、
本

村
氏
子
中
の
銘
が
あ

る
。 

 

明
治
十
四
年
の
政

変
で
、
国
政
が
変
革

す
る
な
か
で
活
躍
さ

れ
た
先
人
の
ご
尊
名

を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

四
．
吾
唯
足
知 

 

松
林
三
丁
目
、
長
福
寺
本
堂
前
に
、
通
称
知
足
石
と

呼
ば
れ
て
い
る
円
筒
型
の
手
洗
石
が
あ
る
。 

 

高
さ
60
糎
、
径
72
糎
、
茶
庭
に
置
く
蹲
に
こ
の
文

字
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。 

        

「
知
足
者
富
」
（
老
子
）
「
足
る
を
知
る
者
は
富
む
」 

 

現
状
を
満
ち
足
り
た
る
も
の
と
理
解
し
、
不
満
を
持

た
な
い
こ
と
（
広
辞
苑
） 

 

吾
唯
足
知
（
わ
れ
た
ゞ
た
る
を
し
る
） 

 

裏
面
に 

昭
和
六
十
三
年
五
月 

刻 

五
月
現
住
隆

興
と
あ
る
。
石
庭
で
知
ら
れ
て
い
る
京
都
、
龍
安
寺
回

廊
か
ら
見
る
知
足
石
は
有
名
。 

 

五
．
日
新 

 

小
和
田
、
熊
野
神
社 

拝
殿
前
西
側
に
、
四
本
柱
の

手
水
舎
の
下
に
「
日
新
」
銘
の
手
洗
石
が
あ
る
。 

 

日
々
に
新
し
く
な
る
こ
と
。
毎
日
旧
来
の
悪
習
を
改

め
る
こ
と
。
と
、
念
じ
な
が
ら
参
拝
す
る
。
心
引
き
し

ま
る
思
い
が

す
る
。 

 

右
側
面
に
、

弘
化
三
年
（
一

八
四
六
）
六
月

の
銘
。
江
戸
後

期
の
つ
く
り

だ
が
重
厚
な

感
じ
が
す
る

手
洗
石
で
あ

る
。 

 

福
島
、
会
津

い

ん 

ふ
と
こ
ろ
じ
ま 

や
か
た
ぬ
し 

り
ょ
し
ょ
う 

か
げ
よ
し 

ぎ
ょ
う
じ
ゃ
く 

つ
く
ば
い 

け
つ
じ
ょ
う 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

ち
そ
く 

レ 

拓 茅ヶ崎館蔵 
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藩
校
の
名
が
「
日
新
館
」
。
文
武
に
励
ん
だ
少
年
、
白

虎
隊
、
飯
盛
山
、
自
刃
、
悼
む
。 

 

 

手
洗
石
「
日
新
」
の
銘
か
ら
そ
の
思
い
が
ひ
ろ
が
る
。 

 

六
．
龍 

 

室
田
、
八
王
子
神
社 
拝
殿
に
上
る
階
段
西
側
に
山

岡
鉄
舟
書
に
よ
る
「
龍
」
一
筆
書
を
刻
銘
し
た
手
洗
石

が
あ
る
。 

 

山
岡
鉄
舟
（
一
八
三
六
～
一
八
八
八
）
は
、
幕
末
の

幕
臣
、
剣
客
、
政
治
家
、
江
戸
生
ま
れ
、
通
称
鉄
太
郎
、

無
刀
流
の
創
始
者
、
幕
府
講
武
所
で
剣
術
の
指
南
の
ち

戊
辰
戦
争
の
際
に
は
、
勝
海
舟
に
協
力
、
駿
府
に
西
郷

隆
盛
を
た
ず
ね
て
江
戸
開
城
の
た
め
勝
、
西
郷
会
談
へ

の
道
を
開
い
た
。 

           

 

維
新
後
は
明
治
天
皇
の
侍
從
、
勝
、
高
橋
泥
舟
と
と

も
に
幕
末
の
三
舟
と
称
さ
れ
、
と
も
に
書
を
よ
く
し
た
。 

 

手
洗
石
の
水
口
に
龍
像
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
も

の
を
よ
く
見
る
が
、
鉄
舟
の
一
筆
龍
の
書
を
刻
銘
し
た

手
洗
石
は
大
変
珍
し
い
。
全
国
を
探
し
て
も
お
そ
ら
く

当
地
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

石
造
文
化
、
書
と
い
う
芸
術
面
に
お
い
て
も
優
れ
た

作
品
と
い
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。 

 

左
側
面
に
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
戊
十
一
月

吉
辰 

と
あ
る
。 

 

参
考
「
愚
禅
和
尚
物
語
」
に
、
「
龍
神
（
水
神
）
に 

日
々
四
海
の
水
を
献
上
す
る
」
と
記
述
。 

 

七
．
垢
離
と
手
洗
石 

 
平
成
十
一
年
八

月
、
新
潟
県
上
越
市

直
江
津
に
用
事
が

あ
り
、
駅
近
く
に
あ

る
、
八
坂
神
社
に
参

拝
。
境
内
に
「
垢
離
」

と
刻
銘
し
た
自
然

石
の
大
き
な
手
洗

石
が
あ
り
、
珍
し
い

の
で
記
録
に
と
ど

め
た
。 

 

裏
面
に
明
治
四
十

三
年
（
一
九
一
〇
）
春

四
月
吉
日
、
世
話
人
、

寄
附
人
の
名
、
高
田
市
、

直
江
津
町
の
奉
納
者

名
、
水
口
に
は
龍
が
あ

し
ら
わ
れ
て
い
る
。 

 

「
垢
離
」
と
は
、
神

仏
に
祈
願
す
る
た
め

冷
水
を
浴
び
身
体
の
け
が
れ
を
除
い
て
清
浄
に
す
る
。

水
垢
離
と
も
い
う
。
（
広
辞
苑
） 

 

垢
離
に
つ
い
て
、
三
つ
の
絵
図
を
見
て
、
手
洗
石
と

の
係
わ
り
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

絵
図
一
．
『
伊
勢
参
宮
曼
陀
羅
』
で
は
、 

 
 

 
 

         

こ

り 

絵図１『伊勢参宮曼陀羅』一部（三井文庫蔵）
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中
央
を
流
れ
る
の
が
五
十
鈴
川
、
下
に
か
ゝ
る
橋
が
宇

治
橋
、
橋
の
上
（
上
流
）
に
は
、
身
分
の
高
い
人
で
あ

ろ
う
か
水
垢
離
を
行
な
っ
て
い
る
人
物
が
描
か
れ
る
。 

 

橋
の
上
で
は
参
詣
者
と
思
わ
れ
る
三
人
が
、
川
の
中

に
い
る
人
に
「
代
垢
離
」
を
頼
ん
で
、
な
に
が
し
か
の

銭
を
投
げ
て
い
る
。 

 
 

絵
図
ニ
．
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
絵
』
で
、
絵
図
一

の
橋
の
上
と
川
の
中
の
様
子
が
良
く
わ
か
る
。 

 

本
来
、
参
拝
す
る
と
き
は
、
川
に
入
っ
て
身
を
清
め

な
い
と
聖
域
に
近
づ
け
な
い
。
そ
れ
を
、
代
参
、
代
願

と
同
じ
よ
う
に
代
垢
離
が
あ
り
、
自
分
が
川
に
入
っ
て

水
垢
離
す
る
代
わ
り
に
他
人
に
そ
の
行
為
を
お
願
い 

す
る
。 

  
 

              

絵
図
三
．
『
相
州
江
の
島
弁
才
天
開
帳
詣
本
宮
岩
屋

の
図
』
（
広
重
）
で
は
、
子
ど
も
が
裸
に
な
り
参
拝
者

に
物
乞
い
を
し
て
い
る
様
子
、
ご
婦
人
方
が
何
か
を
投

げ
て
い
る
様
子
。
古
く
か
ら
大
人
が
代
垢
離
を
し
て
い

た
頃
の
仕
種
を
子
ど
も
が
真
似
し
て
い
る
情
景
で
は

な
い
か
と
推
測
で
き
る
。 

 

戦
乱
の
世
が
お
わ
り
、
江
戸
時
代
一
七
世
紀
中
頃
よ

り
社
会
経
済
の
発
達
と
、
と
も
に
人
々
の
く
ら
し
に
ゆ

と
り
が
う
ま
れ
て
き
た
。 

 

村
の
鎮
守
の
神
社
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
お
伊
勢
参

り
、
近
く
は
、
江
の
島
、
鎌
倉
、
大
山
参
り
と
、
多
く

の
人
々
が
、
家
内
安
全
、
豊
作
祈
願
、
商
売
繁
盛
、
武

運
長
久
、
病
気
平
癒
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
世
利
益
を

社
寺
に
お
願
い
す
る
。
当
然
の
こ
と
多
く
の
参
詣
者
、

代
参
、
代
願
、
代
垢
離
も
多
く
な
り
、
い
つ
の
間
に
か

社
寺
前
に
手
洗
石
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
。 

 

思
う
に
手
洗
石
は
垢
離
の
略
式
化
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

現
手
洗
石
の
形
で
、
社
寺
前
に
置
く
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
江
戸
初
期
の
手
洗
石
か
ら
み
て
十
七
世
紀
中
頃

か
ら
と
思
わ
れ
る
。 

 

八
．
江
戸
時
代
初
期
の
手
洗
石 

 

目
黒
区
下
目
黒
の
成
就

院
は
、
別
名
「
た
こ
薬
師

さ
ま
」
の
名
で
知
ら
れ
て

い
る
。 

 

境
内
に
あ
る
手
洗
石
は

正
面
右
に
、
貞
享
五
年
（
一

六
八
八
）
、
中
央
に
奉
寄
進

水
鉢
、
左
に
寄
進
者
の
住

絵図２ 『伊勢参宮曼陀羅名所図会』 

絵図３『相州江の島弁才天開帳詣本宮岩屋の図』一部（広重） 
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ま
い
と
氏
の
名
が
あ

る
。 

 

幅
86
糎
、
高
48
糎
、

奥
行
55
糎
、
と
小
型
、

出
会
っ
た
手
洗
石
の

な
か
で
は
、
古
い
方
で

あ
る
。 

 
こ
の
寺
は
、
江
戸

前
期
会
津
藩
主
、
保

科
正
之
の
母
（
徳
川

秀
忠
の
側
室
）
お
静
の
方
の
信
仰
厚
き
、
そ
の
た
め
か

お
静
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
多
く
の
参
拝
者
が
あ
る
徳
川

家
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。 

  

藤
沢
市
江
の
島
、
中
津
宮
に
簡
素
で
や
や
小
型
の
手

洗
石
が
あ
る
。 

 

正
面
右
に
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
庚
午
天
十
一

月
、
中
央
に
「
江
嶋
上
之
宮
」
と
旧
宮
名
が
刻
銘
し
て

あ
る
。 

 

幅
、
約
100
糎
、
高
さ
60
糎
、
奥
行
60
糎
。 

江
戸
初
期
の
手
洗
石
は
小
型
で
簡
素
な
も
の
が
多
い
。

正
面
の
文
字
は
、
水
鉢
、
手
水
鉢
、
社
名
、
奉
寄
進
な

ど
が
多
く
、
よ
く
見
る
奉
納
の
文
字
は
少
な
い
。
そ
の

地
域
の
慣
習
や
石
工
に
も
よ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

鎌
倉
市
坂
の
下
、
御
霊
神
社
境
内
に
、
元
禄
十
三
年

（
一
七
〇
〇
）
十

七
世
紀
最
後
の
年

の
手
洗
石
が
あ
る
。 

 

正
面
に
「
五
霊

宮
」
と
旧
社
名
が

刻
銘
。 

 

右
側
に
、 

 

「
奉
寄
進
手
水

鉢
諸
願
成
就
皆
今

満
足
」
と
彫
ら
れ

て
い
る
。
右
側
面

に
は
坂
之
下
村
と

奉
納
者
の
名
。
何

か
良
き
こ
と
が
村

に
あ
っ
た
の
か
、

〝

皆

今

満

足

〟 

ど
ん
な
良
い
こ
と

な
の
か
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
広
が

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
つ
づ
く
） 

   

上
赤
羽
根
の
山
王
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子
栄
司 

  

ひ
と
月
半
ほ
ど
部
会
活
動
を
休
ん
で
い
た
。
そ
の
埋

合
せ
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
赤
羽
根
地
区
の
路
傍
（
宝

積
寺
南
側
か
ら
六
図
）
石
仏
再
調
査
を
引
受
け
た
。
六

月
上
旬
の
土
曜
日
、
藤
沢
市
羽
鳥
、
大
三
觜
家
公
開
一

周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
た
午
後
で
あ
っ
た
。 

上
赤
羽
根
の
山
際
に
沿
っ
た
道
と
田
圃
と
の
間
に
新

湘
南
バ
イ
パ
ス
茅
ケ
崎
料
金
所
付
近
に
あ
っ
た
と
い

う
道
祖
神
と
い
く
つ
か
の
石
仏
が
あ
る
。
お
宮
形
の
石

造
物
を
調
べ
て
い
た
時
、
通
り
か
か
っ
た
車
の
中
か
ら

「
う
ち
に
似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
る
よ
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
た
。
茅
ケ
崎
市
の
石
仏
調
査
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、

調
査
報
告
書
記
載
の
ご
了
解
も
頂
い
た
。
現
地
は
赤
羽

根
二
七
三
四
番
地
、
Ο
氏
宅
背
後
の
山
で
南
斜
面
崖
際

で
あ
る
。 

 

唐
破
風
付
寄
棟
造
、
前
面
が
開
口
し
た
身
舎
と
い
う

か
塔
身
に
な
っ
て
い
て
奥
壁
に
二
猿
が
半
肉
彫
り
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
を
茅
ケ
崎
市
文
化
資
料
館

で
は
石
祠
と
呼
ん
で
い
る
が
石
殿
と
か
石
宮
と
も
呼

ぶ
よ
う
で
あ
る
。
造
立
銘
が
見
当
た
ら
な
い
。
右
手
前

の
四
角
石
燈
籠
は
火
袋
を
欠
い
て
い
て
中
台
が
上
下

を
逆
さ
に
積
ん
で
あ
る
。
柱
正
面
中
央
に
大
き
く
宝
永
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六
年
（
一
七

〇
九
）
の
年

銘
。
石
祠
も

同

年

頃

の

も
の
か
。 

こ

の

石

祠

の

特

徴

は
、
市
内
で
よ
く
見
か
け
る

石
祠
に
比
べ
肉
厚
な
造
り

で
重
厚
感
が
あ
る
。
全
体
の

構
成
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
見

た
目
に
馴
染
む
。
二
猿
像
を

彫
っ
た
石
祠
は
市
内
唯
一

で
あ
る
。
石
祠
を
お
守
り
し

て
い
る
ご
当
主
は
「
山
王
さ

ん
」
と
呼
ん
だ
。
以
前
は
耳
の
遠
く
な
っ
た
お
年
寄
り

が
沢
山
お
参
り
に
来
た
も
の
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
御

利
益
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
山
王
さ
ん
と
難
聴
・
耳
の
患

い
は
ど
の
よ
う
な
因
縁
・
由
来
に
よ
る
も
の
か
。
大
変

興
味
が
わ
く
石
祠
で
あ
っ
た
。
民
俗
行
事
部
会
で
も
再

調
査
を
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
造
立
の
由

来
や
祭
り
方
、
参
詣
の
様
子
な
ど
深
く
伺
う
煩
い
を
お

も
ん
ば
か
っ
た
。
興
味
を
持
つ
人
が
い
る
の
で
再
度
訪

問
す
る
ご
了
解
を
え
て
辞
去
し
た
。 

こ
の
石
造
物
が
造
立
さ
れ
た
時
期
を
概
観
す
る
と
、

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
は
東
南
海
大
地
震
が
発
生
。

四
十
九
日
後
富
士
山
大
噴
火
で
新
山
（
宝
永
山
）
が
出

現
、
農
家
は
降
灰
に
悩
ま
さ
れ
た
。
翌
年
降
灰
地
復
興

の
役
金
が
全
国
に
課
せ
ら
れ
る
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇

九
）
正
月
、
五
代
将
軍
綱
吉
が
病
没
し
天
下
泰
平
の
世

は
終
わ
っ
た
。
甲
府
宰
相
綱
重
（
三
代
家
光
三
男
）
の

子
、
家
宣
が
六
代
将
軍
を
継
ぎ
早
々
に
「
生
類
憐
れ
み

の
令
」
を
廃
止
す
る
。 

    

   

          

室
田
永
昌
寺
の
清
明
貼
符 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子 

栄
司 

こ
の
貼
り
札
を
石
仏
調
査
で
訪
問
し
た
永
昌
寺
で

見
た
。
左
札
の
下
二
文
字
は
読
め
な
か
っ
た
。
最
近
な

に
か
に
つ
け
調
べ
事
は
パ
ソ
コ
ン
に
頼
っ
て
い
る
。
悪

い
癖
だ
が
こ
の
便
利
さ
は
手
放
せ
な
い
。 

早
速
で
あ
る
が
、
鎮
防
火
燭
の
こ
と
、
立
春
大
吉
と

対
に
な
っ
て
い
る
と
分
か
る
。
立
春
の
早
朝
、
禅
寺
で

は
門
に
「
立
春
大
吉
」
と
書
い
た
紙
を
貼
る
習
慣
が
あ

る
。
同
様
に
清
明
（
新
暦
四
月
四
日
頃
）
に
「
鎮
防
火

燭
」
火
災
除
け
の
紙
を
貼
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
「
立
春
貼

符
」
「
清
明
貼
符
」
と
い
う
。
道
元
禅
師
が
伝
え
た
。

現
在
は
元
旦
か
ら
三
日
に
行
わ
れ
る
三
朝
祈
祷
会
の

お
札
と
し
て
配
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
。
「
立

春
大
吉
」

は
一
年
間

の
厄
除
け

と
招
福
祈

念
の
護
符
。

裏
か
ら
読

ん
で
も
立

春
大
吉
と

読
め
る
よ

う
に
左
右

せ

い

め

い

ち

ょ

う

ふ 

ち
ん
ぼ
う
か
し
ょ
く 
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室田八王子神社 

対
称
に
書
く
、
邪
鬼
が
振
り
向
い
た
と
き
入
っ
て
き
た

の
か
出
て
き
た
の
か
惑
わ
せ
る
効
果
を
持
た
せ
て
い

て
、
鬼
が
入
り
損
ね
災
厄
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
鎮
防
火
燭
」
は
火
燭
（
火
災
）
を
防
ぎ
鎮
め
る
護
符
、

火
の
字
を
忌
み
火
と
燭
の
字
の
火
を
水
の
字
に
似
せ

て
書
き
火
気
を
除
け
る
。
鎮
防
二
字
に
三
宝
印
を
押
す

と
『
僧
堂
清
規
（
し
ん
ぎ
）
』
と
い
う
禅
宗
寺
院
で
の

日
常
生
活
の
規
則
に
書
い
て
あ
る
。
右
に
「
立
春
大
吉
」

左
に
「
鎮
防
火
燭
」
札
を
貼
る
。 

火
偏
の
く
ず
し
方
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
藤
沢
市
南

部
と
茅
ケ
崎
市
内
の
曹
洞
宗
寺
院
で
は
護
符
を
貼
る

寺
院
は
少
な
い
。
近
頃
の
建
物
は
火
災
警
報
設
備
や
消

火
設
備
を
備
え
て
い
て
、
護
符
に
除
災
の
利
益
を
求
め

な
く
な
っ
た
の
か
。
お
札
や
ま
じ
な
い
な
ど
を
避
け
る

傾
向
に
よ
る
も
の
か
。
藤
沢
市
渡
内
天
嶽
院
は
木
札
を

山
門
と
中
雀
門
に
貼
る
。
「
燭
」
の
偏
の
火
と
旁
の
蜀

の
虫
を
入
れ
替
え
て
あ
る
。
赤
羽
根
・
宝
積
寺
と
大
庭

泉
秋
寺
は
「
火
」
を
小
さ
く
書
く
。
室
田
永
昌
寺
は
「
火
」

を
水
の
字
様
に
書
き
「
燭
」
は
火
偏
と
旁
の
蜀
の
虫
を

入
れ
替
え
る
。
永
昌
寺
の
護
符
は
、
「
清
規
」
に
そ
っ

て
整
え
、
本
堂
入
口
の
柱
に
貼
る
。
護
符
の
周
り
の
柱

面
は
時
代
色
が
薄
く
な
り
年
中
行
事
と
し
て
貼
変
え

た
あ
か
し
と
な
っ
て
残
る
。
貼
符
に
代
表
さ
れ
る
清
規

を
守
り
続
け
る
日
常
か
ら
生
じ
る
気
付
き
や
思
い
や

り
が
寺
を
守
り
人
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

       

 

       

 

        

 

茅
ヶ
崎
の
神
社
彫
刻
（
そ
の
３
） 

 

室
田
八
王
子
神
社
の
龍 

 
 

 

平
野
文
明 

 

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ 

 

本
紙
一
四
号
で
、
本
村
八
王
子

神
社
に
あ
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
オ
ロ
チ
退
治
の

彫
刻
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ミ
コ
ト
が
や
っ
つ
け
て
い
る

オ
ロ
チ
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
と
い
う
頭
が
八
つ
あ
る

龍
で
し
た
。
今
回
は
室
田
の
八
王
子
神
社
の
彫
刻
を
取

り
上
げ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
神
社
に
登
場
し
て
い
る
の
も

龍
で
す
。 

先
ず
神
社

の
位
置
で
す

が
、
室
田
一

丁
目
に
市
立

室
田
小
学
校

が

あ

り

ま

す
。
神
社
は

学

校

の

南

側
、
ほ
ん
の

五
〇
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
の

と
こ
ろ
で
す 

 

 

藤沢市渡内・天嶽院 藤沢市大庭・泉秋寺 茅ケ崎市赤羽根・宝積寺 

。 
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向かって右 登り龍 

ヤマタノオロチ 

向かって左 下り龍 

 
さ
て
龍
は
社
殿
の
ど
こ
に
居
る
か
と
い
い
ま
す
と
、

拝
殿
正
面
の
、
ぐ
っ
と
張
り
出
し
て
い
る
部
分
（
こ
れ

を
向
拝
と
い
い
ま
す
）
の
下
の
太
い
梁
の
上
に
あ
っ

て
、
身
を
お
ど
ら
せ
、
見
る
人
を
に
ら
み
つ
け
て
い
ま

す
。
本
村
の
八
王
子
神
社
と
の
違
い
と
い
え
ば
、
こ
ち

ら
は
龍
だ
け
で
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
ク
シ
ナ
ダ
ヒ

メ
の
姿
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し

か
し
こ
の
龍

も
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
で
、
ミ

コ
ト
と
ヒ
メ

を
省
略
し
た

絵
柄
だ
と
思

い
ま
す
。
本
村

の
彫
刻
が
物

語
り
の
雰
囲

気
を
強
調
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
デ
ザ
イ
ン
を
重
ん
じ

た
迫
力
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

 

こ
の
神
社
に
は
さ
ら
に
二
頭
の
龍
が
い
ま
す
。
拝
殿

の
両
脇
に
縁
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
突
き
当
た
り
の

脇
障
子
に
一
頭
ず
つ
で
す
。
向
か
っ
て
右
側
は
尾
が
下

に
あ
る
の
で
天
に
向
か
う
昇
り
龍
、
左
側
は
尾
を
天
に

向
け
地
に
向
か
う
下
り
龍
と
見
て
取
れ
ま
す
。
両
方
と

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
の
下
方
で
渦
を
巻
い
て
い
る
の
は

水
、
上
方
に
浮
か
ぶ
も
の
は
雲
で
し
ょ
う
。 

  
 

          

山
岡
鉄
舟
書
の
「
龍
」 

さ
て
、
こ
の
神
社
に
は
も
う

一
つ
「
龍
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
拝
殿
の
場
所
か
ら

階
段
を
下
っ
た
所
に
あ
る
手
水
石
に
彫
っ
て
あ
る
山

岡
鉄
舟
書
の
龍
の
文
字
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

本
紙
に
、
加
藤
幸
一
さ
ん
が
別
に
発
表
し
て
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
重
複
し
な
い
と
こ
ろ
を
述
べ
ま
す
。
手
洗
石

の
全
体
の
様
子
は
加
藤
さ
ん
の
文
章
に
あ
る
写
真
と

拓
本
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
山
岡
鉄
舟
は
多
芸
多
才

の
人
で
、
書
に
も
た
く
さ
ん
の
作
品
を
残
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
室
田
八
王

子
神
社
に
残
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
山
口

金
次
著
資
料
館
叢
書
４
『
茅
ヶ
崎
歴
史
見
て
あ
る
記
』

（
昭
和
五
三
年 

茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会
刊
）
に
、「
こ

の
『
龍
』
の
字
の
原
書
は
、
当
村
（
筆
者
注 

室
田
村
）

山
本
□
□
（
□
□
は
筆
者
）
氏
宅
に
あ
る
。
喜
捨
主
と

し
て
名
を
出
し
て
い
る
、
浦
賀
鈴
木
氏
は
、
山
岡
家
出

入
り
の
魚
屋
で
あ
っ
た
。
当
村
山
本
家
は
そ
の
鈴
木
氏

の
妻
の
実
家
で
あ
る
」
（
一
七
頁
）
と
あ
り
ま
す
。
説

明
を
加
え
ま
す
と
、
「
こ
の
手
水
石
を
神
社
に
奉
納
し

た
の
は
魚
屋
と
し
て
鉄
舟
の
家
に
出
入
り
し
て
い
た

浦
賀
の
鈴
木
さ
ん
で
、
鈴
木
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
室
田
の

山
本
家
が
実
家
と
い
う
関
係
か
ら
、
こ
の
書
の
実
物
は

山
本
家
に
あ
る
」
と
な
り
ま
す
。
魚
屋
の
鈴
木
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
「
お
得
意
さ
ん
の

ご
主
人
、
鉄
舟
さ
ん
は
書
の
大
家
だ
。
一
筆
お
願
い
し

た
ら
「
龍
」
の
字
を
書
い
て
く
れ
た
。
す
ば
ら
し
い
も

の
な
の
で
、
妻
の
実
家
が
あ
る
室
田
村
の
鎮
守
様
に
、

こ
の
文
字
を
彫
り
込
ん
だ
手
水
石
を
奉
納
し
よ
う
」

と
。
明
治
一
九
年
の
こ
と
で
し
た
。 

 

山
口
金
次
さ
ん
は
も
う
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
茅

ヶ
崎
の
郷
土
史
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
方

で
、
文
化
資
料
館
の
開
館
を
支
え
た
一
人
で
す
。
山
口

さ
ん
は
こ
の
手
水
石
の
文
字
を
『
見
て
あ
る
記
』
に
「
龍 

日
夜
心
温
水
」
と
読
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
加

こ
う
は
い 

は
り 

え
ん 

わ
き
し
ょ
う
じ 

 

そ
う
し
ょ 
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藤
幸
一
さ
ん
の
発
表
を
読
め
ば
わ
か
る
よ
う
に
正
し

く
は
「
龍 

日
献
四
海
水
」
で
す
。
こ
こ
で
急
い
で
言

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
『
見
て
あ
る

記
』
は
山
口
さ
ん
の
著
作
で
す
が
、
そ
の
編
集
に
は
当

時
文
化
資
料
館
に
勤
務
し
て
い
た
平
野
も
携
わ
っ
て

お
り
、
著
者
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
こ
で

訂
正
し
て
お
き
ま
す
。 

 

「
日
献
四
海
水
」
の
文
字
列
を
パ
ソ
コ
ン
の
検
索
に

か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
堀
川
紀
夫
の
ア
ー
ト
日
記
」

と
い
う
サ
イ
ト
に
「
龍
」
「
家
有
壬
癸
神 
日
献
四
海

水
」
と
書
か
れ
た
大
訥
愚
禅
と
い
う
江
戸
時
代
末
期
の

禅
僧
の
掛
軸
の
画
像
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト

の
所
有
者
の
堀
川
氏
は
〈
大
訥
愚
禅
和
尚
さ
ん
の
「
一

筆
龍
」
。
こ
れ
を
火
防
せ
（
火
伏
せ
）
の
龍
と
呼
ん
で

魔
除
け
災
難
除
け
の
軸
と
し
て
い
る
〉
と
説
明
し
て
い

ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
に
対
し
て
熊
谷
幹
男
と
い
う
人

が
、
〈
意
味
は
「
家
に
は
壬
癸
の
神(

水
神)

が
お
り
ま

す 

日
々
四
海
の
水
を
献
じ
ま
し
ょ
う
」
と
な
り
ま

す
。
日
本
仏
教
で
の
出
典
は
「
諸
回
向
清
規
」
で
す
〉

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
永
平
寺
七
七
世
貫
首
瑞
岳
廉
芳
師
の
軸
「
龍 

日
献
四
海
水
」
を
紹
介
し
た
別
の
サ
イ
ト
に
は
〈
龍
は

壬
癸
神
（
壬
癸
は
陰
陽
五
行
説
で
は
水
を
意
味
す
る
）

即
ち
水
神
で
あ
る
〉
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
今

も
「
龍 

日
献
四
海
水
」
は
い
ろ
い
ろ
の
人
が
書
い
て

い
て
、
中
に
は
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
こ
の
文
言
の
出
典
と
さ
れ
る
『
諸
回
向
清

規
』
に
は
ど
の
よ
う
に
出
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り
、

こ
れ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
八
一

巻
を
見
ま
し
た
。
六
八
五
頁
に
「
止
火
偈
」
と
題
し
て

「
寄
語
宋
無
忌
（
き
ご
そ
う
む
い
）
。
火
光
速
入
地
（
く

ぁ
こ
う
そ
く
に
ゅ
う
ち
）
。
家
有
壬
癸
神
（
か
ゆ
う
じ

ん
き
し
ん
）
。
日
献
四
海
水
（
じ
っ
け
ん
し
か
ー
す

い
）
。
」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
偈
は
火
災
除
け
の
呪

文
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
意
味
が
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
。
強
引
に
意
訳
す
れ
ば
、
「
宋
無
忌
が
言
葉
を
発
す

る
と
、
火
光
は
地
中
に
消
え
た
。
家
に
祭
る
壬
癸
神
に
、

毎
日
四
海
の
水
を
供
え
よ
う
」
と
で
も
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
偈
の

中
に
「
龍
」
の
文
字
が
な
い
こ
と
で
す
。
「
止
火
偈
」

の
文
言
に
、
い
つ
か
「
龍
」
の
文
字
が
加
え
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
い
き
さ
つ
は
、
先
に
紹

介
し
た
「
壬
癸
が
水
を
意
味
す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
り
そ
う
で
す
。
「
壬
癸
」
は
十
干
の
九
番
「
壬
」
（
み、

ず、
の
え
）
と
一
〇
番
「
癸
」
（
み
ず
、
、
の
と
）
で
、
陰
陽

五
行
説
で
は
両
方
と
も
水
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
壬
癸

神
は
水
神
、
そ
の
実
態
は
龍
と
解
さ
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

〈
「
つ
く
い
学
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
と
い
う
サ
イ
ト

に
は
、
相
模
原
市
緑
区
久
保
沢
（
合
併
以
前
は
城
山
町

久
保
沢
）
の
久
保
沢
観
音
堂
境
内
に
あ
る
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
建
立
石
灯
籠
が
紹
介
し
て
あ
り
、
そ
の

銘
に
正
面
「
秋
葉
大
権
現
」
、
右
側
「
寄
語
宋
無
忌

、
、
、
、
、 

火、

光
即
入
地

、
、
、
、 

維
天
明
甲
辰
」
、
左
側
「
家
有
壬
癸
神

、
、
、
、
、 

日、

献
四
海
水

、
、
、
、 

宿
内
安
全
」
（
傍
点
筆
者
）
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
石
灯
籠
は
火
伏
せ
信
仰
で
有
名
な
秋
葉
大
権
現

に
、
宿
内
安
全
を
祈
っ
て
献
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
一
筆

龍
と
合
体
し
て
い
な
い
事
例
の
一
つ
で
す
。 

 

火
事
が
そ
れ
た
八
王
子
神
社 

私
が
こ
の
社
殿
を
初
め

て
見
た
の
は
昭
和
四
六
年
で
、
四
方
の
庇
が
深
い
の
は

今
と
同
じ
で
し
た
が
、
ま
だ
草
葺
き
屋
根
で
、
重
厚
な

感
じ
す
る
建
物
で
し
た
。
山
口
金
次
さ
ん
は
『
茅
ヶ
崎

歴
史
見
て
あ
る
記
』
に
「
寒
川
町
一
之
宮
の
日
野
屋
（
入

沢
家
）
の
屋
敷
神
の
社
屋
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
ま

す
。 

 

か
つ
て
こ
の
社
殿
を
県
の
指
定
文
化
財
に
と
望
ん

だ
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
人
の
名
は
鶴
田
栄
太
郎
。
市

内
円
蔵
に
住
ん
で
、
郷
土
史
と
歌
作
に
た
く
さ
ん
の
業

績
を
残
し
て
い
ま
す
。
山
口
金
次
さ
ん
よ
り
先
輩
で
、

私
な
ど
は
お
会
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
鶴

田
さ
ん
が
、
県
の
文
化
財
保
護
専
門
委
員
会
委
員
の
会

長
古
宇
田
実
と
い
う
人
と
、
こ
の
社
殿
を
文
化
財
と
し

て
神
奈
川
県
に
指
定
申
請
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話

い
え
に
じ
ん
き
の
か
み
あ
り 

ひ
び
に
し
か
い
の
み
ず
を 

 

け
ん
ず 

 

だ
い
と
つ
ぐ
ぜ
ん 

 

じ
ん
き 

 

し
ょ
え
こ
う
せ
い
き 

 

ず
い
が
く
れ
ん
ぽ
う 

じ
ん
き
し
ん 

も
ん
ご
ん 

 
 

げ 

 
 

げ 

 
 

げ 

 

そ
う
む
き 

 

じ
っ
か
ん 

じ
ん
き
し
ん 

 

ひ
さ
し 
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を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
、
自
著
『
大
山
街
道
舌
栗
毛
』

下
巻
（
昭
和
三
四
年
五
月
本
人
刊
）
に
書
い
て
い
ま
す
。

結
局
こ
の
話
は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
「
こ
の
宮
は

実
に
特
種(
マ
マ)

建
築
で
県
下
に
類
似
の
様
式
建
造

物
は
見
当
ら
ず
、
社
寺
古
建
築
研
究
上
大
切
に
保
存
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
は
鶴
田
さ
ん
の
文
章
で
す

（
一
一
九
頁
）
。
同
書
に
は
ま
た
、
火
難
を
逃
れ
た
社

殿
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
先
年
」
と
あ
る
の
み
で
何
年
こ
ろ
の
こ
と
か
は

分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
神
社
の
北
方
、
約
一
〇
〇
メ

ー
ト
ル
に
大
山
街
道
が
通
っ
て
い
て
、
道
沿
い
の
精
米

所
な
ど
が
昼
間
の
火
事
で
焼
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
黒
煙
と
火
の
粉
が
北
風
に
の
っ
て
社
殿
の
方

に
飛
ん
で
い
る
。
ど
こ
か
ら
か
こ
れ
を
見
た
鶴
田
さ
ん

は
、
大
事
な
建
物
を
焼
い
て
は
い
け
な
い
と
駆
け
つ
け

た
。
し
か
し
村
人
は
火
事
場
に
集
ま
っ
て
神
社
に
は
誰

も
居
な
い
。
そ
の
う
ち
に
東
隣
の
農
家
の
草
葺
き
屋
根

か
ら
も
煙
が
上
が
り
始
め
、
そ
こ
の
家
人
や
近
所
の
人

た
ち
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
消
火
を
始
め
た
。
や
が
て
消

防
自
動
車
が
疾
走
し
て
く
る
。
鶴
田
さ
ん
は
消
防
車
の

前
に
立
ち
は
だ
か
り
「
延
焼
、
延
焼
、
文
化
財
八
王
子

神
社
を
焼
く
な
」
と
ど
な
っ
た
と
思
う
と
書
い
て
い
ま

す
。
消
防
車
は
農
家
の
延
焼
を
食
い
止
め
た
が
、
今
度

は
お
宮
の
神
楽
殿
の
藁
屋
根
が
く
す
ぶ
り
始
め
た
。

「
消
防
の
方
々
の
大
努
力
で
こ
れ
も
消
し
止
め
た
の

は
茅
ヶ
崎
市
の
文
化
史
上
特
筆
大
書
す
べ
き
事
柄
と

今
日
尚
感
謝
の
意
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
農
家
と
神
楽

殿
が
盛
ん
に
燃
え
だ
し
た
ら
万
事
休
す
（
マ
マ
）
だ
っ

た
」
と
も
書
い
て
い
ま
す
。 

 

山
岡
鉄
舟
の
火
難
除
け
一
筆
龍
の
威
力
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。 

 

竜
出
よ
漱
盤
の
水
春
に
し
て 

 
 
 
 

九
一 

漱
水
に
竜
影
ひ
そ
み
春
深
し 

 
 
 
 

ま
さ
る 

椎
の
木
の
下
に
置
か
れ
し
漱
盤
に 

 
 
 

鉄
舟
の
書
き
し
龍
の
一
文
字 

 

卓 

鉄
舟
の
気
魄
こ
も
れ
る
龍
の
文
字 

 
 
 

手
洗
鉢
を
撫
で
て
賞
で
ゐ
つ 

 

梅
二 

 

 

「
九
一
」
は
飯
田
九
一
、
「
ま
さ
る
」
は
小
池
勝
、

「
卓
」
は
青
木
卓
、
「
梅
二
」
は
水
越
梅
二
の
各
氏
で
、

鶴
田
栄
太
郎
さ
ん
が
火
事
の
話
の
後
に
並
べ
た
作
品

か
ら
拾
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
三
年
八
月
二
十
日 

   

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

文
化
資
料
館
と
活
動
す
る
会
／
民
俗
行
事
部
会 

衣
装
整
理
の
活
動
報
告 

  

茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
で
は
、
自
然
・
考
古
・
民
俗

の
分
野
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
協
力
し
て

調
査
・
整
理
・
保
存
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
俗
行
事
部
会
で
は
石
仏
調
査
の
他
に
も
長
年
継

続
し
て
い
る
活
動
と
し
て
、
衣
類
に
分
類
さ
れ
る
資
料

の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
ま

で
、
約
七
百
点
収
蔵
し
て
い
る
衣
装
に
、
タ
グ
を
つ
け
、

資
料
カ
ー
ド
を
整
理
、
作
成
し
、
今
後
の
運
用
を
し
や

す
い
よ
う
、
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
活

動
の
一
端
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 
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五七桐：花の数が五、

七、五となっている 
万祝：日露戦争模様 

(
平
成
二
十
三
年 

活
動
記
録
よ
り) 

六
月
二
日 

男
物
晴
着(

紋
付
、
羽
織
、
袴
等)

の
整
理 

・
男
物
袴
の
形 

馬
乗
袴 
江
戸
時
代
の
武
士
が
乗
馬
用
と
し
て
用 

い
た
袴
で
、
襠
、
相
引
を
高
く
仕
立
て
た 

も
の
。
幕
末
の
服
制
の
改
革
で
武
家
袴
の 

中
心
と
さ
れ
、
近
代
男
袴
の
代
表
と
な 

る
。 

行
灯
袴 

襠
の
な
い
袴
。
明
治
時
代
、
女
学
生
用
に 

工
夫
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
男
子
も
平
常
用

に
用
い
た
。 

・
仙
台
平
の
袴
が
で
て
く
る(

※
十
月
末
に
行
う
着
物

の
展
覧
会
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す)

。
精
好
織
と
い
い
、

袴
地
と
し
て
ご
く
上
質
の
も
の
。 

 

八
月
十
一
日 

特
別
展
準
備
、
展
示
用
衣
類
の
選
別 

・
子
供
用
（
産
着
か
ら
お
宮
参
り
、
初
節
句
に
関
す
る

物
な
ど
）
十
一
着
選
定 

・
大
人
の
女
性
用
（
お
宮
参
り
に
着
て
い
く
着
物
や
婚

礼
衣
装
な
ど
）
十
七
着
選
定 

 

九
月
八
日 

特
別
展
準
備
作
業 

・
男
性
は
、
資
料
館
裏
手
に
生
え
る
竹
林
を
切
り
出
し
、

展
示
す
る
衣
装
の
衣
紋
掛
け
作
成 

・
女
性
は
、
展
示
用
衣
類
の
名
称
を
確
定
。
衣
類
の
生

地
の
さ
わ
り
心
地
や
色
味
な
ど
か
ら
、
徹
底
的
に
確
認

を
す
る
。 

文
化
資
料
館 

記 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

「
め
で
た
い
着
物
展
」
見
所
紹
介 

文
化
資
料
館 

佐
藤 

彩 

 
 

お
陰
様
で
茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
は
今
年
で
開
館

四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
節
目

の
年
、
「
茅
ヶ
崎
」
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
ま
ち
の
自
然
・

歴
史
を
調
査
・
研
究
し
、
収
集
・
保
存
し
て
き
た
資
料

約
五
万
点
の
う
ち
選
り
す
ぐ
り
の
衣
装
六
十
点
を
展

示
す
る
べ
く
、
た
だ
い
ま
職
員
、
民
俗
行
事
部
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
展
覧
会
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
特
に
興
味
深
い
衣
装
三
点
を
こ
こ
に
紹
介
し

ま
す
。 

 

●
大
礼
服
・
・
大
礼
服
と
は
、
明
治
時
代
、
宮
中
の
盛

儀
や
饗
宴
に
列
席
す
る
人
々
の
最
高
の
礼
装
を
さ
し

ま
す
。
一
八
七
二
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
こ
の
服
制

は
も
ち
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
衣
装
の
持
ち
主
は
昭

和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
紀
元
節
宴
会
と
昭
和
十
二

年
（
一
九
三
七
）
の
新
年
宴
会
に
て
着
用
し
た
そ
う
で

す
。
上
衣
全
面
に
は
金
色
の
刺
繍
（
五
七
桐
に
桐
の
蕾

の
唐
草
）
が
施
さ
れ
、
上
衣
周
縁
に
は
雷
紋
も
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
装
か
ら
洋
装
へ
、

人
々
の
服
装
が
変
化
し
て
い
く
際
の
、
特
別
な
日
に
用

い
ら
れ
た
服
装
と
し
て
展
示
い
た
し
ま
す
。 

 

 

●
万
祝
（
マ
イ
ワ
イ
）
・
・
茅
ヶ
崎
は
海
に
面
し
て
い

る
た
め
、
古
く
か
ら
漁
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
マ

イ
ワ
イ
と
は
、
漁
業
に
携
わ
る
人
々
が
人
生
に
一
度
あ

る
か
な
い
か
の
大
漁
の
時
に
網
元
が
従
業
員
に
配
っ

た
祝
い
着
の
こ
と
で
す
。 

       

 

う
ま
の
り
ば
か
ま 

 

ま
ち 

あ
い
び
き 

 

あ
ん
ど
ん
ば
か
ま 

 

せ
ん
だ
い
ひ
ら 

 

せ
い
ご
う
お
り 

う
ぶ
ぎ 

え
も
ん
か 

 

た
い
れ
い
ふ
く 

 

き
げ
ん
せ
つ
え
ん
か
い 

 

じ
ょ
う
い 

 

ご
し
ち
ぎ
り 

 

し
ゅ
う
え
ん 

 

つ
ぼ
み 

ら
い
も
ん 
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本
展
で
紹
介
い
た
し
ま
す
マ
イ
ワ
イ
は
、
藍
色
の
木

綿
友
禅
で
背
面
に
赤
の
祝
い
紋
が
つ
い
て
お
り
、
裾
に

日
露
戦
争
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
、
亀
に
乗
っ

た
浦
島
太
郎
と
乙
姫
が
描
か
れ
た
も
の
の
二
点
で
す
。

意
匠
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
特
別
な
出
来
事
に
浮
き

立
つ
人
々
の
心
が
見
て
と
れ
ま
す
。 

 

●
黒
絹
縮
緬
紋
付
松
竹
梅
模
様
袷
女
物
留
袖 

（
く
ろ 

き
ぬ 

ち
り
め
ん 

も
ん
つ
き 

し
ょ
う

ち
く
ば
い
も
よ
う 

あ
わ
せ 

お
ん
な
も
の 

と
め

そ
で
）
・
・ 

 

一
見
す
る
と
、
な
ん
て
こ
と
の
な
い
留
袖
（
既
婚
女

性
の
礼
装
用
の
和
服
）
で
す
が
、
裾
に
あ
し
ら
わ
れ
た

吉
祥
を
あ
ら
わ
す
松
竹
梅
模
様
が
見
事
で
す
。
松
は
松

の
葉
が
落
下
し
た
松
か
さ
で
示
し
、
笹
舟
が
ち
ら
ち
ら

と
浮
か
ぶ
上
に
梅
の
花
が
の
っ
て
い
ま
す
。
足
さ
ば
き

に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
、
着
物

の
裏
側
、
褄
下
に
も
梅
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
目
を
こ

ら
し
て
み
る
と
、
は
っ
と
気
付
か
さ
れ
る
よ
う
な
、
着

て
い
る
人
の
奥
ゆ
か
し
さ
を
想
像
さ
せ
る
、
そ
ん
な
祝

い
着
で
す
。 

こ
れ
ら
三
点
の
衣
装
は
、
十
月
二
十
二
日
よ
り
開
催

い
た
し
ま
す
「
め
で
た
い
着
物
展
」
に
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

〈
編
集
後
記
〉 

多
く
の
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
「
ち
が
さ
き

の
石
仏
」
第
十
六
号
を
発
刊
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

皆
様
そ
ろ
っ
て
の
熱
心
な
執
筆
に
感
謝
の
意
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

加
藤
氏
は
、
前
号
に
引
き
続
き
、
「
市
内
の
石
造
物

（
石
仏
）
か
ら
」
と
し
て
、
今
回
は
手
洗
い
石
を
中
心

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
刻
銘
か
ら
茅

ヶ
崎
の
過
去
、
中
国
の
伝
説
、
か
つ
て
の
人
々
の
慣
習

や
想
い
を
汲
み
、
そ
の
広
が
り
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。 

金
子
氏
は
、
石
仏
調
査
の
前
段
階
に
至
る
過
程
を
彷

彿
と
さ
せ
る
内
容
で
す
。
特
に
、
上
赤
羽
根
の
山
王
石

祠
、
市
内
唯
一
の
二
猿
像
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

平
野
氏
は
、
前
々
号
掲
載
「
本
村
八
王
子
神
社
の
彫

刻 

剣
を
持
つ
男
の
正
体
」
と
つ
な
が
る
、
茅
ヶ
崎
の

神
社
彫
刻
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
氏
な
ら
で
は
の
、
茅

ヶ
崎
市
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
に
よ
る
記
事
で
、
茅
ヶ

崎
市
の
歴
史
ま
で
も
垣
間
見
え
ま
す
。 

今
回
は
金
子
氏
、
平
野
氏
と
も
に
火
災
除
け
に
触
れ

て
お
り
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。 

ま
た
、
今
号
で
は
民
俗
行
事
部
会
の
衣
装
整
理
の
活

動
報
告
、
展
覧
会
の
見
所
も
合
わ
せ
て
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。
次
号
よ
り
、
石
仏
に
限
ら
ず
様
々
な
茅
ヶ
崎
に

ま
つ
わ
る
話
を
掲
載
予
定
（
詳
し
く
は
お
知
ら
せ
を
参

照
）
で
す
。
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 
 
 
 
 

（
文
化
資
料
館 

佐
藤 

彩
） 

 

※
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
１
頁
に
記
載

し
て
お
り
ま
す
連
絡
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

本
誌
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
含
め
す
べ
て
茅
ヶ
崎
市

文
化
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま

す
。 

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
c
h
i
g
a
s
a
k
i
.
k
a
n
a
g
a
w
a
.
j
p
/
k
a
n
k
o
u
/
8

1
3
7
/
0
1
0
6
7
0
.
h
t
m
l

） 

 

〈
石
仏
調
査
ニ
ュ
ー
ス 

ち
が
さ
き
の
石
仏 

改
題
の
お
知
ら
せ
〉 

 

次
号
、
十
七
号
よ
り
「
ち
が
さ
き
の
石
仏 

石
仏
調

査
ニ
ュ
ー
ス
」
を
「
茅
今
昔(

か
や
い
ま
む
か
し)

」
と

改
題
し
ま
す
。
こ
の
名
称
に
は
茅(

茅
ヶ
崎)

の
過
去
、

現
在
、
未
来
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
く
と
い
う
意
図
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
石
仏
の
み
な
ら
ず
、
茅

ヶ
崎
に
ま
つ
わ
る
民
俗
、
歴
史
、
自
然
な
ど
の
多
様
な

話
題
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
読
者

の
皆
様
か
ら
の
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

め
ん
ゆ
う
ぜ
ん 

 
 

も 

 

と
め
そ
で 

 
 

す
そ 

 

つ
ま
し
た 

 

は
い
め
ん 

 

い
わ
い
も
ん 


